
学校教育目標及び校訓
〈義務教育９年間の目標〉豊かな人間性を備え，力強く未来を切り拓く児童生徒の育成
〈田崎中目標〉豊かな心と知性をもち，心身ともに健康で，たくましい実践力を備えた生徒の育成
〈校 訓〉向学・協力・自律・奉仕

【キャッチフレーズ】 開かれた学校田崎中 〈学校・家庭・地域の確かな連携〉

《めざす教職員の姿》 《めざす生徒の姿》 《めざす学校の姿》
○ 教育公務員としての自覚と使命感に ○ 自ら考え，進んで学ぶ生徒 ○ 秩序と温もりのある学校
燃える教職員 ○ 思いやりの心をもち，互いに協力する生徒 ○ 明るいあいさつがこだまする学校

○ 職場は明るく，職務には厳しく努める ○ 健康でたくましく，礼儀正しい生徒 ○ 整然として美しい学校
教職員 ○ 勤労を尊び，進んで奉仕する生徒 ○ 師弟ともに全力をつくす学校

○ 「厳教慈育」自信をもって指導する教職員 ※ 青少年赤十字活動 態度目標 ○ 地域と共にあり，地域と共につくる学校
○ 生徒と共に感動し，信頼される教職員 「気付き」，「考え」，「実行する」

【学校経営の基本方針】
⑴ 「人権教育はすべての教育の基本である」という認識の下，その徹底・充実を図るために，学校経営の根幹に位置づける。
⑵ 公教育の立場に立ち，関係法規及び県・地区・市の教育行政の重点施策を踏まえ，人間尊重の視点に立ち，学校や地域の実態及び心身
の発達の段階や特性等を考慮して，人間として調和のとれた育成を目指す教育の充実に努める。

⑶ 生徒，教師及び保護者相互の信頼関係を基盤にして，生徒理解を深め，常に生徒を中心において考え，生徒の心を大切にする教育実践
に努める。

⑷ 教育者としての使命の自覚と，喜びと誇りをもち，自己実現のために常に研修に励み，専門職としての教養と識見を高め，全力を傾注して
活力ある田崎中学校の創造に努める。

〔 重 点 課 題 〕
ＰＤＣＡ３サイクルの推進･･･学力向上推進委員会，教科部会によるＣ（評価），Ａ（改善）

家 〈知〉 １ 授業の充実（授業改善） 田崎中授業スタイルの実践 地
確かな学力の向上 ⑴ 主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善

庭 ⑵ 演習問題の計画的な実施と問題の分析による授業改善 域
⑶ 個別指導（補充・発展）の徹底（個別最適な学び）

と ２ 授業を通した研修の充実 と
⑴ 教科を越えた研修，研究授業，外部講師招聘

の ⑵ 相互授業参観，田崎小中オープンスクールの相互実施 の
⑶ 校外研修（教科）への年２回以上の参加（研修の還元）

確 ３ 学業指導の徹底 確
⑴ 基本的学習習慣系統表（授業・家庭）に基づく指導

か ⑵ 人権同和教育の視点に立った一人一人が大切にされる授業づくり か
〈徳〉 【Ｉ】心に届く生徒指導の充実

な 豊かな心の育成 １ 基本的生活習慣の確立（挨拶･服装･時間厳守等）→情報共有，一事徹底事項の共通実践 な
⑴ 共通理解と協働態勢による指導（全校指導体制の確立）

連 ⑵ 生徒の自治的活動の推進 連
⑶ 校則見直しによる生徒の主体性の育成→校則検討委員会の積極的な運用

携 ２ 教師・生徒，生徒相互の信頼関係に基づく指導の充実 携
⑴ 「学年チーム担任制」の実践→全体で全体を見る。人任せにしない教育実践。
⑵ 生徒理解に基づく個別指導→「生活の記録」の見直し，「学校楽しぃーと」等の活用。

３ いじめや不登校，問題行動等に対する指導の充実
⑴ いじめ防止基本方針の共通理解と対応の実践→「いじめ対策必携」の活用
⑵ 実態の適切な把握と情報共有・組織的対応→毎月アンケート実施，関係機関との早期連携
⑶ 「いじめ問題を考える週間」の取組の充実
⑷ 情報モラルに関する指導の実施
⑸ 不登校生徒の居場所づくりと学習支援の充実→全校体制による支援，タブレットの活用

【Ⅱ】道徳教育の充実･･･考え，議論する道徳の授業の充実，道徳的実践の推進 等
【Ⅲ】人権同和教育の充実･･･教職員の人権同和問題に対する正しい認識，人権意識の高揚 等
【Ⅳ】生徒会活動の活性化･･･青少年赤十字活動の態度目標を意識した活動の活性化
【Ⅴ】読書指導の充実･･･読書の啓発と習慣化〈読書目標「１カ月３冊以上」〉
【Ⅵ】環境教育の充実･･･清掃活動の徹底と校内環境の整備（縦割り班，無言清掃，見届けと評価）
【Ⅶ】進路指導の充実･･･キャリア教育の充実（キャリア・パスポートの活用）

〈体〉 １ 体力・気力の維持と向上
体力・健康づくり ⑴ 鹿屋体育大学と連携した教科体育の充実→体力テストの実施･活用と補強運動(Exseed)の実施等
の推進 ⑵ 日常的な運動習慣の形成，基本的生活習慣の確立（チャレンジかごしま，部活動での適切な指導）

２ 健康教育の充実
⑴ 保健指導の充実→健康観察･感染症予防対策の徹底，疾病治療の促進，フッ化物洗口の計画･実施
⑵ 食に関する指導の充実→給食準備･給食マナー，食物アレルギーへの適切な対応

３ 安全教育，防災教育の充実
⑴ 交通安全指導の徹底→自転車点検と交通安全指導の徹底，歩行者の交通マナーの指導と防犯指導
⑵ 防災訓練（火災，風水害，地震，不審者等）の充実

小中一貫教育の推 １ 小中一貫教育の充実〈９年間の連続性のある学びの具現化を目指す〉
進 ○ 小中一貫ワークシートに基づく取組（授業力向上に向けた協働，学びを支える生活指導の協働）

２ コミュニティ・スクールの充実･･･コミュニティ・スクールの評価機能の活性化
教職員の資質向上 １ 研修等の充実･･･テーマ研究の推進，一般研修の充実，自己研修への積極的な取組
等 ２ 業務改善の推進〈生徒と向き合う時間・教材研究の時間確保〉

３ 服務規律の厳正確保〈交通事故・違反，体罰等のない信用失墜行為ゼロの学校〉
○ 年間指導計画に基づく計画的指導と適時指導，個に応じた指導の徹底

【共通実践事項】
[学校]〈知〉ＩＣＴの活用と振り返りを位置づけた授業改善 [家庭]〈知〉学習用具の準備への声かけ

授業と連動した宅習課題の提示と見届け 家庭学習の時間の確保
〈徳〉語先後礼のあいさつの取組 〈徳〉親子語らいの取組（学校生活，進路）

思いやりの心を育む取組（ＳＧＥ，いじめ防止，リレーションづくり 等） 家庭での役割分担の実行
〈体〉個々の摂取量，特性に応じた給食指導 〈体〉「早寝・早起き・朝ごはん」（朝食摂取の徹底）

交通マナーの向上（交通事故防止の徹底） 健康診断後の疾病等の早期治療
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①学習課題提示,流れの確認,まとめの板書
（めあてとまとめの整合性）
②思考の可視化された構造的板書
③主体的な活動の場の設定
④ICT機器等の効果的な活用
⑤定着の見届け,補充指導(演習問題の活用)
⑥振り返りの工夫




